
会 議 結 果 報 告 書 

令和元年 ７月２５日  

会議の名称 令和元年度 第１回志木市男女共同参画審議会 
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出 席 委 員 

出席委員８名 

（本人出席５名） 山口敬二委員、山口博文委員、岡村清子委員、 

中西喜代子委員、大澤勇委員 

（委任状出席３名）福永信彦委員、北澤恭子委員、斉藤篤志委員 

 

               （計 ８人） 

欠 席 委 員 

工藤晴香委員、福沢仁恵委員 

 

                        （計 ２人） 

説明員職氏名 
志木市人権推進室 藤﨑主事 

                        （計 １人） 

議 題 

（１）協議事項 

・志木市男女共同参画に関する市民意識調査について 

 

（２）その他 

結 果 

 

 

 

                      （傍聴者 ０人） 

事務局職員 
志木市人権推進室 醍醐室長、藤﨑主事、小櫃主事 



審議内容の記録（審議経過、結論等） 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議題 

（１）志木市男女共同参画に関する市民意識調査について 

（事務局） 

志木市男女共同参画基本計画(第６次)策定方針（案）について、資料１に

基づいて説明した。 

（コンサルタント） 

志木市男女共同参画に関する市民意識調査について、資料２～５に基づい

て説明した。 

（事務局） 

欠席した委員からのご意見について、資料６に基づいて説明した。 

（会長） 

質疑はあるか。 

（委員） 

問１の選択肢３について、「1,2 以外」より、「答えたくない」の方が良い

のではないか。 

問２６の選択肢イについて、「メールや郵便物」とあるが、今はＬＩＮＥな

どのＳＮＳもあるため、追加してはどうか。もしくは「メールや郵便物等」

としてはどうか。 

（事務局） 

  問２６の選択肢イについて、「メールや郵便物等」に修正する。 

（副会長） 

問１の選択肢３「1,2 以外」は確かに引っかかる。セクシャル・マイノリ

ティの当事者にとってどのような選択肢が答えやすいのだろうか。 

問１２の選択肢ク「親の介護」について、介護をするのは親だけではない

ため、言葉を考慮すべきである。 

問２１の「Ⅶ ワーク・ライフ・バランス」は、若い人がどのようにとらえ

るだろうか。意味がわかるように、注釈又はカッコ書きがあると良い。 

問２２の市の施策についての設問は、「わからない」という選択肢が必要で



ある。 

問２８の設問文の「ドメスティック・バイオレンス」は、問２３に合わせ

て「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」と表記した方が良い。 

また、平成２６年の調査票にはあった防災・災害についての設問が削除さ

れている。最近は災害も増えている上に、避難所の状況は人権の観点からも

良くないと聞いている。質問が多くなるのは分かるが、この設問が男女共同

参画以外でもどこかで活かせる可能性もあるため、復活を検討して欲しい。 

（委員） 

問２６の選択肢ケの「ポルノ」、問２７の選択肢カの「ヌード」は、現在は

あまり使用されていないのではないか。また、問２７の選択肢キについて、

今は名前に「ちゃん」付けで呼ばれるのを不快に思う女性もいると聞く。「女

の子」や「おばさん」以外にも呼ばれて嫌な呼び方はたくさんあるのではな

いか。 

（事務局） 

問１２の選択肢クについて、「親族の介護」に修正し、問２１のワーク・ラ

イフ・バランスと問２８のドメスティック・バイオレンスの表記を修正する。 

問２２について、選択肢の追加を検討する。問２６、２７については、選

択肢の修正を検討する。 

問１の選択肢３「1,2 以外」が引っかかるという意見があった。何か案を

いただきたい。他自治体や、埼玉県では「その他」という選択肢を使用して

いる。 

（副会長） 

問１について、「答えたくない」という選択肢もどうだろうか。また、「そ

の他」の方が良いのではないか。 

（コンサルタント） 

他自治体でも「1,2 以外」、「その他」、「回答したくない」が多い。 

（委員） 

セクシャル・マイノリティの方も、自分が自認している性を選択するので

はないか。 

（事務局） 

注釈で、「自分の自認している性で回答して下さい」と記載する方法も考え

た。 

（委員） 

埼玉県の調査でも「その他」という選択肢で問題なかったのであれば、「そ



の他」で良いのではないか。 

（事務局） 

問１の選択肢については、いただいた意見を参考に事務局で検討する。 

（委員） 

問１７について、働いていることが前提の設問となっているため、流れと

して問１９の前に移動した方が良いのではないか。 

（事務局） 

  設問の位置を修正する。 

（副会長） 

調査対象は何故１,０００人なのか。 

（コンサルタント） 

実際に母集団全体に調査した場合との最大誤差を±５％以下にするには、

アンケートのサンプル数は、４００票程が必要とされている。前回のアンケ

ートでは回収率が４６％だったため、逆算して１,０００人としている。 

（委員） 

資料１の（２）市民参加の①「審議会委員として市民を公募し、委嘱する。

（１０人）」とあるが、この書き方では１０人が公募のようである。書き方を

変更した方が良い。 

（会長） 

他にないか。ないようなので終了する。 

 

（２）その他 

（事務局） 

次回会議は１０月下旬を予定している。 

 

４ 閉会 

 

 


